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The International Music Council (IMC) in coop巴rationwith UNESCO establishedl977“The 
International Music Day”as music festival for th巴understandingeach oth巴rand the peaceful prosper-
ity of the human races m討cing“thelink of h巴artswhich ties up the p巴oplein the world by music"its 
motto.In our country we are stil more concerned with the art and culture as an amus巴mentand com-
fort for the life. With this domestic and foreign situation for the background the Agency for Cultural 
Affair巴stablishedin November 1994“The law for the promotion of the music巴ducation”inorder to 
go ahead in“The promotion of art"especially“The promotion of regional music culture”organizing 
the institutions加 dfacilities which the Agency is managing systematicaly. IConc巴rtodei Giovani 
(The Concert of Youth") was organized 1974 on pu叩OS巴tointroduce and foster th巴newtalents in 
Asahikawa and has performed p巴riodicallyin many regions as well as schools. In Heisei -12it per-
form巴dfor the first time under the subth巴me“JapaneseWords, Japanese Melody"as a link in the 
chain of 4 7 events of “The International Music Day". The youth that are rather familiar with th巴oc-
c1dental music participated in this conce此intendingto break new ground of “I above al"as Japan in 
Asia. 
抄録
「国際音楽の日 ・10月1日」 は、 ユネスコと協議 ・共同関係にある国際音楽評議会 （非政府








Cone巴口o<lei Giavani （若者の音楽会）は、 1974年に、旭川市の新人紹介 ・育成のための演奏団































































・IMC）が、 1977年にチェコでの総会で 「世界の人々と音楽でつなぐ心の輪」をモットー と し
て制定されたが、我が国でも、 17年後の1994年、音楽振興法第7条において同日を制定し、音
楽振興のシンボル的役割を課して国民意識の高揚を期待したことは画期的なことで、あった。
172 鈴木 ：文化庁 「国際音楽の日」に関する一考察
音楽は、共通の音楽語法が普及し、言語を越え、世界の人々が同ーの感情や目的を共有する
ことができるようにもなってきたO このたびの音楽振興法の背景には、ユネスコの世界平和 ・
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1 .平成12年度文化庁「国際音楽の日j記念事業の実施計画の概要
1 事業の名称








Il Concerto dei Giovani （若者の音楽会）
実行委員会名 Il Concerto dei Giovani （若者の音楽会） 25周年記念公演実行委員会














































































































ユーフォニアムと吹奏楽のための 「ファンタジー ・ヴァリエーション （幻想的変奏曲）」 ＜伊





























































「IlConcerto dei Giavani （若者の音楽会）、以下『若者の音楽会』と略する」では、他の市
町村で行われる一般的な新人演奏会とは異なり、オーディションがなく、 音楽大学等で専門に






陸上自衛隊、上富良野駐屯地音楽隊に所属。 1999年、 B. ボーマン記念コンクール第3位 （札
幌市開催）。日本クラシックコンクール北海道本選、好演賞受賞。 2001年1月に、 アメリカ、












































コンクール奨励賞受賞。 1994年にへンデルの「メサイヤ」のパス ・ソリストと してコンサ トー
デビューし、 その後、 バッハ「ロ短調ミサ」やベー トー ヴェン「第九」、フォーレ 「レクイエ












































































藤昌則作曲） には思わず会場から「ブラボー ！ 」の声がかけられた。加藤氏の伴奏で宮本
氏が身振り手振り面白おかしく歌い上げたコ ミカル様子に、会場は大いに盛り上がった。
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